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そ
れ
に
都
合
の
ょ
い
部
分
だ
け
を
史
寒
の
中
か
ら
求
め
る
方
法
、
あ
る
い
は
社
成
立
等
の
基
本
的
問
題
に

.つ
い
.て
の
検
討
を
期
待
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
困 

会
構
造
の
異
な
：っ
た.

f

所
に
見
出
さ
れ
る
歴
史
法
則
を
当
て
は
め
，る

と

言

ぅ

様

難

な

研

発

分

野

に

..

L

つ
の
業
績
を
発
表
さ
れ
た
氏
の
努
力
に
敬
意
：を
払
い
つ
つ 

.な
や
り
方
は
否M
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い0ぺ
し
か
し
、
だ
か
ら
と
言
ぅ
て
、
史

実

も

、
問
題
の
重
要
ざ
の
故
に
敢
え
て
批
評
を
試
み
た
次
第
で

.あ
る
。
產E

を
い 

の
多
様
性
の
内
に
埋
没
し
て
し
ま
う
事
は
許
さ
れ
な
い
。
我

々

は

そ

の

时

か

ら

.
わ
ば
土
台
石
，の一

づ
と
し
て
氏
な
ら
び
に
学
界
全
体
の
よ
り
深
き
前
進
を
切
望

一
淀
の
万
向
を
見
極
め
ね
ば.な
ら
な
い
し
、
，
時
代
の

m

価」

を
決
定
す
べ
き
. 

で
あ
ろ
ぅ
。
 

.

.

.
著
'者
が
.こ
：の
書
で
依
拠
さ
れ
た
史
料
は
、
1藩
政
史
料
が
，殆
ん
ど
で
あ
っ
た
。

」 

.従
：っ
て
^
方
商
業
に
対
す
る
領
主
侧
の
政
策
に
づ
い
て
は
ょ
く
知
る
事
が
で
き 

た
と
言
え
る
。
し
か
し、
' 在
方
®

そ
の
も
の
の
内
容
は
も
は
や
こ
の
種
の
史 

料
か
ら
ば
求
め
ら
れ
な
い
。-:
や
は
り
各
埤
の
-

.

1虫
料
か
ら
得
る
べ
き
で
，
 

あ
る
と
考
え
る
が
、
こ
れ
は
著
者
も
指
摘
す
る
如
く
非
常
に
.

1で
あ
る
に
違 

い
な
い
。「

夜
方
商
業」

の
研
究
で
あ
る
な
ら
ば
、''
'
:藩
側
.の
史
料
の
み
で
は.そ
. 

れ
こ
そ「

一
面
的」

な
理
解
し
か
.で
き
な
い
0
何
故
な
ら
実
体
と
な
る

「

在
方 

商
業」

そ
れ
自
身
.は
商
人
の
経
済
行
動
で
あ
り
、
ま
さ
に
そ
ぅ
言
っ
た
点
に
お 

い
て「

在
方
商
業」

と
し
て
の
特
質
を
持
つ
も
の
で
あ
る
か
ら。
.
.

こ
の
様
に
考
え
て
く
る
と
、：
氏
の
著#'
は
、「

近
世
在
方
商
業
政
策
の
研
究

」 

と
題
し
て
い
た
だ
き
だ
か
っ
た
気
が
す
る
。
、若
し
：'「

在
方
商
業
の
研
究」

で
ぁ
' 

る
な
ら
、
少
な
く
と
も
、
最
初
に
述
べ
た
様.に、瓶業を経済のとして 

考
え
る
考
え
方
か
ら
出
発
し
て
、
土
地
制
度
、
村
落
構
造
に
関
す
る
研
究
成
果 

を
十
分
に
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
。
ま
た
員
員
㈣
^
ロ⑽
&
^
と
の
結 

び
づ
き
、
日
本
に
お
け
る
資
本
、王
義
成
立
に
対
し
て
演
じ
た
歴
史
的
役
割
に
：つ 

い
て
、
す
な
わ
ち.、
在
方
®

!に
よ
る
資
本
の
蓄
積
、
農
民
層
分
化、
' 市
場
の

す
る
も
の
で
あ
る
.
。

(

吉
川
'
弘

文

館

発

行

、

昭
和
三
十
一
ー

1年
十
一
月
、
本
文
四 

ニ
1
- -

頁
、
索
引
を
附
す
。
七
八
〇
5

.

.

.

.

.

. 

(

速
.
.水

.

.融)

.

エ
リ
I
力
.
ケ
！ 
ニ
ツ
.ヒ
著
.

'

『

ド
ィ
ツ
：社
会
民
主
党
と
経
済
独
占
の
到
来

』

(Eri 
片 a 

Ko:
n
i 的
：

W
S-
ACD
CJ
c+
l
s
c
h
e 

sozialdemokra,ti

a> 

un<i 

:fe
e aufk

o-m
m
e
n
d
e
n

 wirtwchaftsmonopole,

Dietz, 

1
9
500
.

)

■本
書
は
、
ド
イ
ツ
帝
国
主
義
史
研
究.の
共
通
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
ク
チ
ン
ス 

キ

ー

へ

の

ニ

著

rMonopple* u
n
d

 u
n
t
e
r
n
e
h
m
e
r
v
e
r
b

f»:
n
d
®

ノ，，pro- 

JJagandaorganis

ea-tionen desgonopolkapitalsJ

と
、シ
ユ
ミ
ツ
ト 

の
，，Die B

E
W
A
G
-
T
r
a
n
s
a
k
t
i
o
n

 i 

日
 Jahre 

1
9CO
1
S 

 ̂
つ
づ

、
> て
出

版
さ
れ
た
。 

,
 

内
容
は
、
第
一
章一

八
九
四
年
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
党
大
会
に
お
け
る
独
占
の 

評
価
、
第
二
章
独
占
資
本
主
義
と
修
正
主
義
、
第
三
章
独
占
と
労
働
貴
族
、
第 

四
章
一
九
〇
〇
年
マ
イ
ン
ッ
党
大
会
に
お
け
る
帝
国
主
義
の
評
価
、
の
四
章
か 

ら
な
っ
て
い
る
。

■
ま
ず
、
各
章
ご
と
に
論
旨
を
み
る
と
、
第
一
章
で
は
、
㈣
自
に
対
す
る
せ
を 

民
主
党
の
評
価
分
析
の
出
発
点
を
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
党
大
会
に
お
く
。

そ
れ 

は
、
こ
の
大
会
が
、
第
一
に
、
当
時
充
分
に
成
長
し
た
独
占
体
を
§

に
、
は 

じ
め
て
資
本
主
義
の
構
造
変
化
を
と
り
あ
げ
た
か
ら
で
あ
り
、
第
二
に
、
改
良 

主
義
を
提
唱
し
た
.フ
ォ
ル
マ
ー
ル
演
説(

一
八
九
一
年)

が
党
大
会
の
.シ
ッ
。へ
 

ル
演
説
と
な
っ
た
点
で
、
機
会
主
義copportunismus) 
'の
発
展
に
一
時 

期
を
劃
す
か
ら
で
あ
っ
た
。
著
者
は

y 

Iザ
I
の
著
書(Die deutschen 

GroBTbanken u
n
d

 iinre 

Konzentration 

i
m

 Zusamme
n
l
i
a
n
g
e

 

mi
t

 der Entwlcklung der Gesamtwlrtschaft in D
e

-dtscMand, 

Jena., 1912)
、.

ヤ
イ
デ
ル
ス
の
著
書(Das ve

r
M
l
t
n
i
w
d
e
r

 deutschen 

GroBlbanken zur Industrie roit besonderer B
e

srclssichtigung 

der Eiseniiidustrie, Leipzigy 1905
)

お
ょ
び
ク
チ
ン
ス
キー

の
前
掲 

著
書
な
ど
に
ょ
っ
て
、
金
_
罾
^
の
磘
立
過
程
と
、
^
員
吣
侵
略
の
|

#

の 

姿
を
え
が
い
た
ぅ
え
で
、
.フ
ラ
、ン
ク
フ
ル
ト
觉
大
会
の
密
議
.を
分
析
す
る
。

-
著
者
は
ま
ず
、
分
析
基
準
と
.し
て
、
第
一
次
大
戦
ま
で
帝
国
主
義
の
理
論
は 

未
確
立
で
あ
ヶ
、
他
面
、
々
ル
ク
ス
、
'
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
、
予
見
的
な
形
で
独
占
. 

理
論
の
基
礎
を
す
え
た
こ
と
を

指
摘
す
る
。

そ
し
て
、
.こ
の
.大
会
.の
密
議
か

.

書

評

及
び
紹
介
 

■

ら
、
.
一
方
に
ヵ
ル
テ
ル
に

f

引
下
げ
の
.
^
者̂
、
生
産
安
定
化
の
保
証
を 

み
、
労
資
協
調
を
と
く
シ
ッ
ぺ
ル

の
演
説
を
と
り
あ
げ
、
こ
れ
に
、
ル
'ク
セ
ン 

ブ
ル
ダ
、
シm

1

エ
ン
ラ
ン
ク
ら
革

命
的
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
独
占
体
に
対
す 

る
評
価
を
対
置
さ
せ
な
が
ら
つ
ぎ
の
点
を
指
摘
す
る
。

第

一に
、
シ
ッT:

ル
.の
演
説
と
実
際
に
採
択
さ
れ
た
、
言
葉
だ
け
革
命
的
な 

決
議
と
の
ち
が
い
に
、
理
論
_
争
を
極
力
避
け
、
実
践
で
漫
透
を
は
か
る
機
会 

主
義
者
の
特
徴
と
、
こ
れ
に
対
す
る
党
指
導
部(

ベ
一
ベ
ル
、
ヵ
ゥ
ッ
キー
、

リ
t

プ
ク
ネ
ヒ
ト)

の
あ
い
ま
い
な
態
度
が
示
さ
れ
る
。
と
く
に
、
他
な
ら
ぬ 

シ
ッ
ベ
ル
に
独
占
体
調
査
，の
犬
#
決
^
を
担
当
さ
せ
た
こ
と
に
、

こ
れ
は
よ
く 

示
さ
れ
て
い
る
。

第
二
に
、
採
択
さ
れ
た
決
議
it
、

一
面
で
、

チ
ル
フ
ル
ト
綱
領
に
依
拋
し
な 

が
ら
も
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
資
本
蓄
積
法
則
と
、
マ
ル
ク
ス

主
義
国
家
理
論
か 

ら
は
ず
れ
て
い
る
。
特
に
後
者
が
社
会
民
主
党
の
根
本
的
な
弱
点
で
.あ

っ
た
。

第
三
に
、
こ
の
時
ま
で
機
会
主
義
者
.

(
o
p
p
o
r
t
u
n
i
s
m
u
s
)

は
、
マ
ル
ク 

ス
、
.エ
ソ
ゲ
ル
ス
を
引
合
い
に
，だ
さ
ず
、
自
分
の
発
意
と
し
て
改
良
、王
義
を
提

唱
し
た
点
で
S
そ
の
後
の
発
展
.と
区
別
さ
れ
る
。

,

’ 

.
.

.

:

ニ

第
二
章
で
は
、

一
八
九
四
年
の
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
觉
大
会
で
、
改
良
主
義
者 

と
革
命
的
マ
'ル
ク
ス
主
義
者
に
ニ
分
さ
れ
、
党
指
導
部
は
折
衷
的
態
度
を
と
っ
，
 

だ
が
、
ひ
き
つ
づ
.い
.

V

の
改
良
主
義
的
傾
向
増
大
の
中
で
あ
ら
わ
れ
た
ベ
ル
ン 

シ
ユ
タ
イ
ン
の『

諸
問
題』

r
o
i
e 

Probleme des Sozialismuso
、

七
九

'.C

四
六
五T



『

麗
H I
J

提』
(

J
r

D
i

e

 

y
o

H
a

u
s

s
e

t
z

u
n

g
e

n

 

.
 d

e
s

 

s
o

z
i

a
l

i
s

m
u

s
.

 

u
n

d

 

d
i

e

 

•
 

A
u

f
g

a
b

e
n

 

d
e

r

 

一
 s

o
z

i
a

l
d

e
m

o
k

r
a

t
i

e
J

を
め
ぐ
る
べ
ル
ジ
、ゾ
ユ
タ
イ
ン 

論
争
を
、：
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
党
大
会(

一
八
九
八
S

:

と
ハ
.

ノ
ー
ヴ
.ァ
党

大

会

ハ
一八
九
九

年)

の
.討
議
を
通
し
て
分
析
す
る
.。

著
者
は
、
ベ
ル
シ
シ
ュ

. 

ク
イ
ン
論
争
に
終
止
符
を
ぅ
っ
た
.ハ
ノ
ー
ヴ
:T
党
大
会
が
、
:.
修

3H
主
義
の
理
論 

的
側
面
の
討
議
を
省
き
、
た
だ
エ
ル
フ
ルト
綱
領
に
^

|

す
る
部
分
に
限
マ
た 

こ
と
、
お
よ
び
べ
ー
べ
ル
の
報
告
と
決
議
が
大
会
の
方
向
を
決
し
た
事
を
つ
い 

て
、
次
の
結
論
を
導
く 
0

'

:

.

.

第
一'
に
、

ー
八
九
九
年
当
時
、
ド

イ

ツ
社
会
民
、王
党
は
、

ま
だ
改
良
党
に
な

,

っ
て
は
い
な
い
が
、
党
の
統
一
を
絶
対
視
し
、
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
論
争
の
本
. 

質
を
つ
か
ま
ず
、
そ
れ
を
^
^
の
ち
が
い
か
ら
く
る
論
争
一
双
と
し
て
理
解
し 

た
、
ベ
！
ベ
ル
ら
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
指
導
部
は
、
囊

的

.に
機
会
主
義
者
、
.. 

修
芷
、王
義
者
の
活
動
を
助
長
し
た
。

:

：

第
一
一
に
、
こ
の
ド
イ
ツ
'社
会
民
主
党
の
大
会
で
な
す
べ
く
し
て
•な
さ
れ
な
か 

っ
た
事
は
次
の
点
で
あ
る
？ 

- 

•

'■W
修
疋
主
.義
が
'労
»
運
動
に
#
え
る
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
.こ
と 

的
.ル
タ
セ
ン
ブ
.

ル
ダ
、
.

ツ

H

ト
キ
ン
ら
の
除
名
要
求
の
実
現 

(-
)
資
本
主
義
の
構
造
変
化
の
分
析
に
も
と
づ
く
、
骰
略
、
稱
の
確
定 

第
三
に
、

一
般
的
に
は
ド
イ
ツ
社
会
民
、玉
党
内
に
お
け
る
' 
理

論

麗

、
特 

殊
的
に
は
、
'、へー

ベ
ル
、
リー

プ
>

ネ
ヒ
ト
ら
に
根
強
い
_

豸
論
の」

罾
さ
が
、
： 

機
会
主
義
、
修
正
主
義
の
増
大
を
助
け
た
。
■

.

八
〇

S
六
六)

.
/
.■

V”

.

.
;
:
> 

.

'

第
三
章
で
は
、
ベ
ル
.ン
シ
ユ
タ
イ
ン
が
イ
ギ
リ
ス
労
働
運
動
の
中
に
、
世
界 

市
場
独
占
の
上
.に
立
つ
イ
ギ
リ
ス
ブ
ル
：ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
そ
れ
に
対
痧
す
る
特
権 

’
的
プ
.ロ
レ
タ
リ
ア
I
ト
を
み
ず
、
こ
こ
に
社
会
改
良
と
階
級
調
和
の
夢
を
み
た 

.

.点を
づ
き
、
こ
れ
が
、
独
占
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
I
の
意
識
的
な
イ
デ
オ
ロ ー

グ
と
' 

し
.て
の
性
格
に
も
'と
つ
く
寒
を
指
摘
す
る
。

V

 

.

.

.

そ
し
て
、一

八
九
〇
年
代
迄
，に
、
す
で
に
ド
イ
ツ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
も
ま 

.

た
、
，資
本
輸
出
、
外
国
人
労
働
者
の
自
国
に
お
け
る
搾
取
、
保
護
関
税
を
柱
に 

.

し
て
、
労
働
者
階
級
の1

部
を
経
済
的
に
買
収
す
る
の
に
充
分
な
資
金
を
も
っ 

て
い
た
.と
ず
る
。

.
著
者
に
ょ
る
と
、
こ
ぅ
し
た
ド
イ
ツ
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
意
識
的
な
労
働
若 

-

階
級
に
対
す
る
賈
取
は
、

1
A
八
一
年
十一

月
一
七
日
の
国
会
報
告
以
後
の
一 

連
の
保
護
.立
法
に
ょ
っ
で
始
ま
っ
た
と
ず
る
へ
.

,

こ
れ
に
対
し
、

一
九
〇
〇
年
頃
.の
ド
イ.

ツ
.社
会
民
主
党
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア 

.
国
際
主
義
と
民
族
自
決
の
原
則
の
固
守
に
お
い
て
誇
る
べ
き
も
の
を
も
っ
て
い 

た
し
、
.
一.れ
ん
：の
社
会
改
良
寒
に
対
し
て
も
原
則
的
立
場
を
固
持
し
て
い
た
こ 

と
を
、
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
大
会
の
討
議
を
通
じ
て
明
ら
か
に
す
る
。

反
面
、
，ド
イ
ツ
の
労
働
貴
族
が
と
く
に
独
占
的
産
業
に
発
生
し
、Legien 

が
そ
.の
代
表
的
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
.、
.こ
れ
ら
胄
#5
*
族
が
組
自
目
罾
に
結
集 

-

L
、
国
会
フ
ラ
ン
ク
シ
H
ン
を
中
心
に
根
強
い
力
を
も
っ
て
い
.た
改
良
的
讓
会 

主
義
を
^
持
し
、
こ
れ
に
対
し
て
党
指
導
部
が
、
屈
服
に
近
い
妥
協
的
態
度
を

と
っ
て
、
•

的
に
は
' 
機
会
主
義
、ン
修
.正
、王
籤
の
カ
を
鲅
め
、
労
働
貴
族
.

=

 

組
合
官
僚
の
影
響
力
を
強
め
る
こ
'と
，と
众
マ
た
点
を
指
摘
す
る
。

'
四

第
四
章
、
.マ
イ
ン
ッ
党
大
会
で
の
帝
罾
ま
義
の
罾
砠
、
.で
は
、

一
八
九
0
¥ 

代
の
、
ド
イ

ッ
帝
国
主
義
：の
侵
略
政
策(

南
ア
.フ

y
力
、.

近
東
、
東
ァ
ジ
ア

) 

を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
社
会
民
主
党
内
の
革
命
的
マ
ル
ク
ス
主
義
者
が
、
こ
れ 

と
一
賞
し
て
闘
っ
た
の
に
対
し
、
シ
ッ

ベ
ル
、
ア
ゥ
ア
、

ハ
イ
ネ
を

先
頭
に
、
 

機
会
主
義
者
の
帝
国
主
義
の
立
場
へ
の
移
行
が
は
じ
ま
り
、
ベ
ル
ン
シ
ュ

タ
イ 

ン
は
植
民
地
問
題
で
全
ド
イ
プ

同
盟
：C

帝
国
.主
義
侵
略
政
策
の
推
進
者)

と
全 

く
一 
致
す
る
に
至
っ
た
こ
と
を
の
べ
る
。
そ
し
て
、；
党
中
央
機
関
紙
が
、
か
か 

る
侵
略
政
策
に
む
し
ろ
平
静
な
態
度
を
と
っ
た
事
を
不
吉
な
思
い
を
も
っ
て
か 

く
。こ

ぅ
し
た
経
過
の
中
で
，ひ
ら
か
れ
た
マ
イ
ン
ッ
党
大
会(

ー
九
0
〇
年)

は
、
 

す
ぐ
れ
た
指
導
者
ジ
ン
ガ
J
を
先
頭
に
、
レ
ー
デ
ブ
ー

ル
ら
の
正
し
い
.活
動
に 

ょ
っ
て
、
現
在
な
お
誇
り
ぅ
べ
き
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
国
際
主
義
と
民
族
，：

e

決
の 

一
一
つ
の
決
議
を
i

し
た
が
、
.ジ
ン
ガ
I
は
#
略
政
策
の
.に
な
い
手
を
軍
_
王 

義
に
求
め
た
点
で
誤
り
を
含
み
V
ル
ク
セ
ン
プ
ル
ダ
が
こ
の
点
で
も
正
し
い
見 

解
に
達
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

I

方
機
会
主
義
者
は
、

義
月
刑」

(sozialistlsche'Monatshefte
)

に
ょ
っ
て
社
会
帝
国
主
義
的 

見
解
を
主
張
し
、
正
し
い
決
議
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
は
機
会
主
義
•
修
正
主 

義
め
カ
は
ー
そ
ぅ
強
ま
っ
て
ト
た
事
情
が
の
べ
ら
れ
る
。
，
：

書
評
.及
び
紹
介

マ
イ
ゾ
ッ
党
大
会
に
限
ら
ず
、
す
べ
て
の
党
大
会
に
お
い
て
示
さ
れ
た
、
党 

:

指
導
部
の
機
会
主
義
者
、
.日
和
見
主
義
者
に
対
す
る
妥
協
的
態
度
が
、
つ
い
に 

ド
イ
ッ
社
会
民
主
党
の
死
命
を
制
す
る
に
至
る
点
が
強
調
さ
れ
、
革
命
的
マ
ル 

ク
ス
主
義
者
が
な
オ
'ぺ
音
で
あ
っ
た
第
一
の
^
は
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
、
ッ
ェ 

ト
キ
ン
め
ベ
ル
ン
ツ
-i
一
 
タ
イ
ン
：
 
一_派
の
觉
追
放
を
実
現
す
る
事
で
あ
っ
.
た
と
し 

て
、
稿
を
結
ん
で
い
る
。

. 

，

以
上
が
と
の
本
の
要
旨
で
あ
る
が
、
金
体
を
貫
く
も
の
は
、
帝
国
主
義
の
経 

済
的
本
質
は
独
占
資
本
主
義
で
あ
り
、
そ
れ
は
法
則
的
に
労
働
貴
族
を
坐
み
だ 

し
、.そ
の
イ
デ
オ
口
ギ
ー
が
機
会
主
義
.修
正
'主
義
で
.あ
る
と
い
う
考
え
で
あ 

る
。
い
う
ま
で
■も
な
く

、
こ
れ
は
レ
ーII.

ン
的
定
式
と
.い
え
る
。
著
者
は
こ
の 

.定
式
に
由
翼
に
従
い
.な
が
ら
、
こ
れ
をW

K

に
よ
っ
て
裏
づ
け
よ
う
と
し
て
い 

る
。
.こ
れ
が
こ
の
本
の
特
色
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
問
題
を
含
ん
で
く
る
0'
. 

.

.私
は
.つ
ぎ
の
点
に
_

の
出
版
の
意
義
を
認
め
る
。
/

第
一
に
、

従
ま
、
改
良
、3£
義

.修
正

3*
義
が
、
き
わ
め
て
ひ
ん
ぱ
ん
に
い
わ 

れ
る
わ
り
に
、
そ
の
研
究
書
は
き
わ
め
て
乏
し
い
。
と
ラ
し
た
中
で
、
改
良
主 

義

•.修
正
主
義
批
判
の
従
来
の

宏
式
と
も
い
え
る
レー

 
ニ

ン
的
矩
式
を
ま
と
ま 

っ
た
形
で
胃
矶
し
て
く
れ
た
こ
と
。
こ
れ
は
こ
_の
途
の
研
究
を
や
る
者
の
誰
か 

が
手
が
げ
て
よ
*」

と
だ
と
思
う
か
ら
で
あ
を
0

従
っ
て
、
こ
の
本
が
新
し
い 

何
か
を
つ
け
加
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
で
は
.な
く
、
こ
の
本
が
、
今
日
ま
で
の
歴 

史
的
体
験
と
、
学
問
か
諸
成
果
の
う
え
に
た
っ
■て
、
し
つ
よ
う
な
ま
で
に
吟
味

八

一

(

四
.六
七)

.



M

5
/
ご

し 

'つく
さ
る
ベ
き
対
象
を
提
供
し
た
•と
：い
う
い
み
で
、
著
者
の
労
を
多
と
し
た 

ぃ
，

;
: 

' .
 

: 

_
 

V

第
二
に
、.資
本
主
義
.の
囊
変
化
と
機
会
主
義
、
修
正
主
義
と
.い
う
.テ
！
マ 

.を
追
求
す
る
に
当
っ
て
、

一
八
九
四
年
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
+
觉
大
会
を
分
析
の 

出
発
に
.す
え
：た
こ
と
、
■機
会
主
義
の
枱
頭
の
一
定
の
時
点
に
、
ベ
ル
ン
シ
エ
タ 

イ
ソ
の
修
1E
理
論
が『
諸
問
題』

『

麗
則
提』

の
ニ
著
に
ま
と
め
ら
れ
、

こ
れ 

.

が
ど
の
よ
う
に
、
.

:

シ
エ
ト
ゥ
.ッ
ト
ガ
ル
ト
党
大
会
.(r

八
九
八
年)

、、：
ハ
ノ
ー 

ヴ
ァ
ー
党
大
会(

一八
九
0
年
>
:で
麗
に
さ
れ
た
か
を
通
し
て
、
修
正
理
論 

を
む
か
え
る
当
時
の
社
会
民
主
党
の
実
態
を
明
ら
如
に
し
よ
う
'と
す
る
こ
と
、
 

お
よ
び
、
ベ
ル
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
が
修
正
主
義
理
論
を
発
表
し
た
時
点
に
お
い 

て
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
.ツ
の
労
働
運
動
、
，社
会
政
策
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る 

こ
と
に
.よ
っ
て
、
か
れ
の
楽
観
的
見
透
し
と
正
に
逆
な
^K

を
論
証
し
、
こ
れ 

を
通
じ
.て
べ
ル
ソ
シ
_ユ
タ
イ
ン
め
觉
^
的
&
質
に
き
り
こ
も
う
と
す
る
す
す
め
. 

方
、
i

点
を
^

的̂
に
評
価
し
た
い
。

六 

.

他
面
、
私
は
つ
ぎ
の
i

に
、
み
た
さ
れ
な
い
も
の
を
か
ん
じ
た
。

:

第1

，に
、一

.こ
れ
が
根
本
的
な
こ
と
だ
が——

著
者
の
問
題
意
識
は
何
か 

と
い
う
こ
と
で
あ
る
.。

著
者
は
こ
の
本
を
通
じ
て
、
カ
ウ
ツ
キ
ー
の
批
判
に
く
ら
べ
、
ル
ク
セ
ン
ブ 

ル
グ
お
よ
び
ツ
ヱ
ト
キ

.ン
の
批
¥|
が
、
原
則
的
で

一貫
招
を
も
っ
て
い
た
こ
と 

を
説
く
事
に
よ
っ
て
、

義

•修
正
主
義
に
対
す
る
批
判
の
^
◎
は
を
、

八
ニ 

(

四
六
八y

-
•
. 

.

そ
の
イ
デ
オ
口
ギ
ッ
シ
ュ
な

.鋭
さ
に
負
わ
せV

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「

ベ 

ル
.ン
シ
ュ
タ
イ
ン
一
一
'^
を
党
か
ら
追
放
し
て
さ
え
い
.た
ら」

と
い
っ
た
口
調
は 

こ
れ
と
㈱

に
は
穹
え
ら
れ
な
い
0

私
は
、
修
正
主
義
の
問
題
が
鋭
く
イ
デ 

オ
ロ
ギ
ッ
シ
ュ
な
側
面
を
も
っ
て
い
る

,

」

->
.を
否
定
し
な
'い
し
、
：ま
た
、
共
産 

党
の
出
現
が
世
^
史
的
な
必
然
と
し
て
考
え
.ら
れ
て
い
る
以
上
、
i

の
?:
h

 ̂

民
主
：党
の
指
導
部
の
折
衷
的
態
度
は
、
冷
静
な
評
価
.を
加
え
ら
る
べ
き
で
あ
る 

こ
と
に
異
存
は
な
い
。
し
か
し
、
今
日
、
機
会
主
義
•

修

JH
主
義
を
あ
ら
た
め 

て
研
究
の
対
象
に
し
な
が
ら
、
レ
1

1ン
的
定
式
の
確
認
に
と
ど
ま
り
、
イ
デ 

オ
ロ
ギ
ー
闘
争
の
重
視
と
、
そ
れ
ら
分
子
の
断
乎
と
し
た
追
放
だ
け
を
歴
史
的 

教
訓
と
し
て
つ
か
も
う
と
す
る
な
ら
ば
、
や
は
り
そ
の
問
題
意
識
そ
の
も
の
を 

問
わ
ぬ
わ
け
に
_は
.い
か
な
い
。
' こ
の
本
が
、
論
証
を
通
じ
て
定
式
が
う
き
ぼ
り 

に
な
る
と
い
う
よ
り
、
定
式
に
論
証
が
よ
り
か
か
？
て
い
る
甘
さ
と
別
の
も
の 

で
は
：な
い
。
事
の
性
質
が
鋭
K
イ
デ
オ
ロ
ギ
ッ
シ
ュ
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
高 

い
ni
l
題
意
識
之
み
ず
み
ず
し
い
現
実
感
覚
が
要
求
さ
れ
.る
の
で
あ
り
、
強
じ
ん 

な
論
証
力
に
よ
っ
て
の
み「

砠
ぬ」

に
よ
り
か
か
ら
な
い
学
問
の
存
在
を
主
張 

し
う
る
の
だ
と
思
う
。
 

\

残
念
な
が
ら
、
著
者
は
、
現
在
の
切
実
な
問
題
、
即
ち
現
段
階
に
お
け
る
世 

界
資
本
主
義Q

法
則
性
の
解
明
、
社
会
主
義
移
行
に
つ
い
て
の
理
論
的
を
M

、
 

国
家
理
論
の
深
化
！

民
主
主
義
的
諸
制
度
の
評
価
と
結
合
し
て——

、
社
会 

主
義
運
動
と
労
働
運
動
、
民
族
運
動
の
関
係
、
戦
争
に
つ
い
て
の
㈣
■
と
の
関 

連
性
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
と
ば
：い
£
な
い
。
'
こ
れ
がr

は
ん
み
た
.さ
れ
ぬ
点 

で
も
あ
る
。

第
二
に
、
個
人
の
評
価
に
機
械
的
な
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
。
即
ち
、
善
玉
'、
 

恶
玉
的
類
趣
化
が
か
ん
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
は
評
価
の
基
準
の
理
論
的
確
定. 

と
、
個
人
の
活
動
が
' 
主
体
的
側
面
か
ら
も
具
体
的
、
多
面
的
に
検
討
さ
れ
な 

け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
う
。
 

' 

, 

.

,
 

第
三
に
、
こ
の
本
で
は
、
機
会
主
義
者
、
修
正
主
義
者
、
労
働
貴
族(

組
合 

官
僚)

が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
共
通
性
と
差
別
性
の
う
え
.に
た
ち
、
ど
の
よ 

う
に
か
ら
み
あ
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
流
れ
を
つ
く
っ
て
い
.マ
た
か
が
明
確
で 

な
い
。G

a
y

の
よ
う
に
、

ベ
.ル
ン
シ
ュ
タ
ィ
ン
の
中
に
理
論
的
性
格
と
節
操 

を
み
、
機
会
主
義
者
と
労
働
組
合
幹
部
に
、
そ
の
場
し
の
ぎ
と
無
節
操
を
み
る
，
 

の
ば
論
外
と
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
流
れ
は
、
.具
体
的
に
究
明
さ
れ
る
必
要
が 

あ
ろ
う
。

(

正
田
' 庄
次
郎)

ド

：
ナ

ル

ド

：
，
リ
I
ド

著

：

■/
,
'

『

ビ

ー

タ

一

ル1

^

虐̂

殺

と

，そ

の

背

景

』

(Donald R
e
a
d
; peterloo. T

h
e

 rMassacre、
and 

its 

Background, 

1
9
500) 

,
,
.

ィ
ギ
リ
ス
.に
お
'け
る
社
会
遮
動
史
の
研
究
は
、；
こ
こ
双
ヰ
ま
、
い
ち
じ
る
し 

.
• |k

及
.
.び
.紹
介

い
発
展
.を
と
げ
つ
つ
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
わ
ず
か
に
、
海
外
出
版 

物
の
.カ
タ
.ロ
グ
を
通
じ
て
そ
の
—*
端
を
う
か
が
い
知
る
に
す
ぎ
な
■い
が
、
た
と 

え
ば
そ
の
研
能
動
向
の
も
っ
と
も
大
き
な
特
徴
と
.し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
諸
点 

が
あ
げ
ら
れ
よ
う
0

:B
i
>
,
テ
ッ
ブ
や
コ-

ル
等
の
い
わ
ゆ
る
古
典
的
通
史
的
な 

研
究
か
ら
進
ん
で
、：個
別
的
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
研
究
が
出
現
し
つ
つ
あ
る
こ 

と
、
3
!従
来
の
フ
.エ
ビ
'ア
ン
主
義
や
ホ
.ィ
ッ
グ
史
観
と
は
別
に
、
.マ
ル
ク
.ス
主
義 

满
な
立
場
か
ら
接
近
し
よ
う
と
す
る
若
い
人
々
.が
登
場
し
.

p

つ
あ
る
こ
と
、

㈢ 

今
迄
か
え
り
み
ら
れ
な
か
っ
た
'新
し
い
資
料
の
i

に
よ
ク
て
、
従
来
の
研
究 

の
間
隙
を
充
た
そ
.う
.ど
す
る
真
摯
な
努
力
の
成
果
が
あ
ら
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と 

方
ど
で
あ
る
。
.マ
ル
ク
ス
.主
義
の
立
場
か
ら
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は 

.今
迄
し
ば
し
ば
.ふ
れ
て
き
た
。

こ
と
に
と
り
あ
げ
た
^

は̂
、

十
九
-[
1|:お
初 

頭
、
ィ
ギ
リ
ス
労
働
運
動
史
上
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
犬
^
件

「

ピー

タ 

]
ルー

の
虐
殺」

：
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
.そ
の
明
確
な
問
題
意
識
や
透 

徹
し
た
分
析
視
角
は
•も
と
よ
り
、.
ま

れ

に

み

る

厳

密

な

資

料

的

把

握

.の
上
に
立 

っ
て
い
る
点
か
ら
.も
、
注GH

す
べ
き
力
作
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
こ
れ 

.よ
り
少
し
.前
に
'
ホ
.■ヮ

イ
ト
の
.
.

「

ゥ
■ォ
ー

タ

ー

ル

ー

か

ら

ヒ

i
タ

ー

ルI

へ」

(R. 

J
r

W
h
i
t
e

 ;

.

Waterloo..:to FeteHloo

ド1957> 
も
で
た
が
、
同
じ
時 

期
を
と
り
^
つ
：か
う
研
究
が
、.
ほ
ぽ
時
を
同
じ
く
し
て
、
現
わ
れ
た
こ
と
は
興 

味
深
い
。.
ホ
：ヴ
ィ
ト
は
、
ケ
ン
ブ
”
ッ
ジ
大
学
の
歴
史
学
の
講
師
で
、
ダ
ゥ
ニ 

ン

ダ

•：
カ
レ
ッ
.
ジ

6
.フ
チ
ロ
ー
，を

し

て

い
石

.'°
こ
こ
に
と
り
-^
げ
た
労
作
の
著

者
リ
ー
ド
は
、
リ
1
ズ
大
学
の
歴
史
学
の
助
講
師(Assistant Lecturer

〕 

で
あ
る
;0
ホ

ヮ

ィ

ト

；
の

労

作

は

、
；
ホ
，
：
ィ

>/
グ
的
史
観
の
：代
表
者
で
あ
^
、茨
国
史
r

.
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‘


